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(54)【発明の名称】 内視鏡システムの自動調整方法

(57)【要約】
【課題】  調整冶具を用いることなく、ホワイトバラン
スと調光調整を実行できる内視鏡システムの自動調整方
法が求められている。
【解決手段】  光源ランプのランプ電流と絞りによる光
量の設定値を記憶する記憶手段を有する内視鏡システム
であって、光源ランプ２７から被写体に投射された照明
光によって、被写体像を得る内視鏡装置と、被写体から
反射された照明光のＲ，Ｇ．Ｂの波長領域毎に相互に比
較して、光源ランプ２７のランプ電流を調整設定するホ
ワイトバランス調整工程と、光源ランプ２７から被写体
に投射される光量を制御する絞り３０を調整設定する絞
り光量調整工程と、ホワイトバランスと絞り光量調整工
程で調整設定されたランプ電流と、絞り値を記憶手段に
それぞれ記憶させる記憶工程からなる内視鏡システムの
自動調整方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  光源ランプのランプ電流と絞りによる観
察画像の明るさの設定値を記憶する記憶手段を有する内
視鏡システムであって、
前記光源ランプから被写体に投射された照明光によっ
て、被写体像を得る内視鏡装置と、
前記被写体から反射された照明光の第１、第２，および
第３の波長領域毎に相互に比較して、前記光源ランプの
ランプ電流を調整設定する第１の調整工程と、
前記光源ランプから被写体に投射される光量を制御する
絞りを調整設定する第２の調光調整工程と、
前記第１と第２の調整工程で調整設定されたランプ電流
と、絞り値を前記記憶手段にそれぞれ記憶させる記憶工
程と、
を具備することを特徴とした内視鏡システムの自動調整
方法。
【請求項２】  光源ランプを点灯制御するランプ電流の
設定値を記憶させる記憶手段を有する内視鏡システムの
調整方法であって、
複数の波長領域の照明光によって、被写体像を得る内視
鏡装置と、
前記被写体からの反射光のうち、第１、第２および第３
の波長領域毎の反射光を相互に比較する比較工程と、
この比較工程の結果、第１、第２および第３の波長領域
毎の前記ランプ電流を調整するランプ電流調整工程と、
このランプ電流調整工程で調整設定されたランプ電流を
前記記憶手段に記憶させる記憶工程と、
を具備することを特徴とした内視鏡システムの自動調整
方法。
【請求項３】  光源ランプから投射される照明光の光量
を調整する絞りを駆動させるための補正値を記憶する記
憶手段を有する内視鏡システムの調整方法であって、
被写体からの反射光量が所定の明るさであるか判定する
明るさ判定工程と、
この明るさ判定工程で所定明るさであると判定された際
に、絞りが所定の絞り値であるか判定する絞り値判定工
程と、
この絞り値判定工程の判定結果、絞り値が所定値の値と
なるように制御設定する制御設定工程と、
を具備することを特徴とした内視鏡システムの自動調整
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、面順次画像生成方
式を用いた電子内視鏡システムにおいて、特に光源から
投射される照明光のホワイトバランス、および絞りによ
る調光の自動調整に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡システムには、被写体に赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の照明色光を投射させて、
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それぞれの色光毎の被写体からの反射光によって、固体
撮像素子で映像信号を生成し、その色光毎の映像信号を
合成して、カラー映像信号を生成する面順次方式と、被
写体から反射された白色光を色フィルタで、前記Ｒ，
Ｇ，Ｂの被写体像に分離して、それぞれの被写体像を
Ｒ，Ｇ．Ｂ毎に設けられた固体撮像素子で映像信号を生
成し、それぞれの被写体映像信号を合成して、カラー映
像信号を生成する同時方式とのいずれかが用いられてい
る。
【０００３】内視鏡においては、体腔内に挿入する挿入
部を細径化する必要性と撮像生成された映像信号の高解
像度が求められことから、前記面順次方式が採用される
ことが多い。
【０００４】この面順次方式を採用した電子内視鏡装置
は、例えば、特許第３０６１２３号公報に開示されてい
る。光源ランプから投射された照明光は、回転フィルタ
と集光レンズを介してライトガイドに入射され、そのラ
イトガイドで案内された照明光を被写体に投射させ、そ
の被写体からの反射光を固体撮像素子上に結像させるよ
うになっている。
【０００５】前記回転フィルタは、モータで所定の回転
数で回転駆動させ、周方向に３つの扇状の開口部に取り
付けられたＲ，Ｇ，Ｂの各透過フィルタを透過させるこ
とで、Ｒ，Ｇ，Ｂの色光照明を被写体に投射されるよう
になっている。
【０００６】この回転フィルタを透過生成されたＲ，
Ｇ，Ｂの各色光による被写体反射光により、前記固体撮
像素子に結像したＲ，Ｇ，Ｂそれぞれの被写体像から
Ｒ，Ｇ，Ｂの映像信号を生成し、そのＲ，Ｇ，Ｂの映像
信号を合成して、カラー映像信号を生成している。
【０００７】前記回転フィルタには、前記開口部の開口
期間を検出するフォトセンサがその周方向に１箇所設け
られており、このフォトセンサで前記開口部の開口期間
中を示す検出パルス信号が検出される。この検出パルス
信号を用いて、前記光源ランプを点灯するパルス電流を
生成している。
【０００８】つまり、所定定電流で点灯している光源ラ
ンプに、前記回転フィルタのＲ，Ｇ，Ｂの各透過フィル
タが設けられた開口部の開口期間にパルス電流が重畳供
給されるようになっている。
【０００９】このように、光源ランプをパルス電流点灯
させると、前記パルス電流のデューティまたは電流値を
制御することで、光源装置のホワイトバランスを取るこ
とが容易となる。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】従来の電子内視鏡にお
いて、前記光源ランプから投射された照明光を回転フィ
ルタのＲ，Ｇ，Ｂの透過フィルタでＲ，Ｇ，Ｂ各色光の
照明光に変換し、そのＲ，Ｇ，Ｂの各色光の照明をライ
トガイドを介して、被写体に順次投射し、その被写体か
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ら反射され、固体撮像素子に結像したＲ，Ｇ，Ｂの各色
光の被写体像を光電変換して、Ｒ，Ｇ，Ｂ毎の被写体映
像信号を生成する。
【００１１】このＲ，Ｇ，Ｂの被写体映像信号を合成し
て、テレビ映像信号を生成するが、このテレビ映像信号
を合成生成する際に、前記Ｒ，Ｇ，Ｂの被写体映像信号
を所定の比率で合成するホワイトバランス調整が必要と
なる。
【００１２】このホワイトバランス調整は、前述した回
転フィルタの開口部に設けられたＲ，Ｇ，Ｂの透過フィ
ルタ毎に光源ランプの点灯電流を調整制御する方法と、
前記固体撮像素子で生成されたＲ，Ｇ．Ｂの各被写体映
像信号を電気的に合成処理する際に調整する方法があ
る。
【００１３】また、前記ホワイトバランス調整以外に、
前記光源ランプからの照明光を前記回転フィルタとライ
トガイドを介して、被写体に投射される光量を制御する
絞りの駆動調整を行う必要がある。
【００１４】これらホワイトバランスのための前記光源
ランプの点灯電流の調整と、被写体への投射光量を制御
する絞りの駆動調整は、所定の調整冶具を用いて前記電
子内視鏡システムの製造過程で習熟した作業員によって
調整されている。また、前記電子内視鏡システムの光源
ランプの寿命交換時、あるいは、修理補修時には、再度
前記ホワイトバランスと観察画像の明るさ調整のための
絞り調整が必要となり、前記調整冶具を用いて再調整が
実施されている。
【００１５】このように、特に光源ランプの交換時や修
理補修時のホワイトバランスと観察画像の明るさの再調
整時には、修理補修用の器具として、前記調整用冶具が
必要となり、かつ、ホワイトバランスや観察画像の明る
さ調整に習熟した作業員が多くの時間をかけて再調整す
ることになる。
【００１６】本発明は、前記調整冶具を用いることな
く、かつ、確実にホワイトバランスと調光調整を短時間
で確実に実行できる内視鏡システムの自動調整方法を提
供することを目的としている。
【００１７】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡システム
の自動調整方法は、光源ランプのランプ電流と絞りによ
る観察画像の明るさの設定値を記憶する記憶手段を有す
る内視鏡システムであって、前記光源ランプから被写体
に投射された照明光によって、被写体像を得る内視鏡装
置と、前記被写体から反射された照明光の第１、第２，
および第３の波長領域毎に相互に比較して、前記光源ラ
ンプのランプ電流を調整設定する第１の調整工程と、前
記光源ランプから被写体に投射される光量を制御する絞
り値を調整設定する第２の調整工程と、前記第１と第２
の調整工程で調整設定されたランプ電流と、絞り値を前
記記憶手段にそれぞれ記憶させる記憶工程と、を具備す
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ることを特徴としている本発明の内視鏡システムの自動
調整方法は、光源ランプを点灯制御するランプ電流の設
定値を記憶させる記憶手段を有する内視鏡システムの調
整方法であって、複数の波長領域の照明光によって、被
写体像を得る内視鏡装置と、前記被写体からの反射光の
うち、第１、第２および第３の波長領域毎の反射光を相
互に比較する比較工程と、この比較工程の結果、第１、
第２および第３の波長領域毎の前記ランプ電流を調整す
るランプ電流調整工程と、このランプ電流調整工程で調
整設定されたランプ電流を前記記憶手段に記憶させる記
憶工程と、を具備することを特徴としている。
【００１８】また、本発明の内視鏡システムの自動調整
方法は、光源ランプから投射される照明光の光量を調整
する絞りを駆動させるための補正値を記憶する記憶手段
を有する内視鏡システムの調整方法であって、被写体か
らの反射光量が所定の明るさであるか判定する明るさ判
定工程と、この明るさ判定工程で所定明るさであると判
定された際に、絞りが所定の絞り値であるか判定する絞
り値判定工程と、この絞り値判定工程の判定結果、絞り
値が所定値の値となるように制御設定する制御設定工程
と、を具備することを特徴としている。
【００１９】本発明により、調整用冶具を用いことな
く、短時間で、確実にホワイトバランスと観察画像の明
るさの最適調整が可能となった。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態について詳細に説明する。図１は本発明に係る
内視鏡システムの一実施形態を示すブロック図、図２は
本発明に係る内視鏡システムのホワイトバランスの調整
値を説明する説明図、図３は本発明に係る内視鏡システ
ムのホワイトバランス調整の動作を説明するフローチャ
ート、図４は本発明に係る内視鏡システムの調光調整の
動作を説明するフローチャート、図５は本発明に係る内
視鏡システムの製造過程における調光調整の動作を説明
するフローチャートである。
【００２１】本発明に係る内視鏡システムは、図１に示
すように、内視鏡スコープ（以下、単にスコープと称す
る）１１、ビデオプロセッサ１２、光源装置１３、およ
びモニター１４から構成されている。
【００２２】スコープ１１は、体腔内に挿入する挿入部
とその挿入部の基端に設けられた操作部とからなり、操
作部から挿入部先端に架けて、光源装置１３からの照明
光を案内するライトガイド１５が配置され、そのライト
ガイド１５の先端から被写体１６に対して、照明光が投
射されるようになっている。
【００２３】前記挿入部の先端には、前記被写体から反
射された被写体光の基で、被写体像が結像される固体撮
像素子（以下、ＣＣＤと称する）１７が配置されてい
る。このＣＣＤ１７は、結像された被写体像を光電変換
して、被写体映像信号を生成するものである。前記ＣＣ



(4) 特開２００３－１３５３９３

10

20

30

40

50

5
Ｄ１７には、駆動制御信号や、光電変換された被写体映
像信号を取り込む撮像信号線が接続され、その撮像信号
線は、前記挿入部から操作部内に敷設され、操作部の基
端に設けられたコネクタ１８に接続されている。なお、
前記ライトガイド１５は、ライトガイドバンドルを結束
したもので、基端には、図示していないがライトガイド
コネクタ、およびライトガイドケーブルを介して、前記
光源装置１３に接続されている。
【００２４】前記スコープ１１のコネクタ１８は、前記
撮像信号線に接続される電気信号線を内蔵したＥＬコー
ド１９を介して、前記ビデオプロセッサ１２のコネクタ
２０に接続されるようになっている。
【００２５】前記ビデオプロセッサ１２は、前記ＣＣＤ
１７を駆動制御させる駆動信号と、前記ＣＣＤ１７で変
換生成された被写体映像信号を取り込み、その取り込ん
だ被写体映像信号を合成して、テレビ映像信号を生成
し、そのテレビ映像信号を基に、モニター１４に表示す
る被写体映像の表示信号や、前記光源装置１３を駆動制
御する輝度信号や同期信号等を生成するようになってい
る。
【００２６】前記ビデオプロセッサ１２には、コネクタ
２１が設けられ、このコネクタ２１から通信ケーブル２
２を介して、前記モニター１４に被写体映像表示信号を
供給し、前記光源装置１３に輝度信号や同期信号等が供
給されるようになっている。
【００２７】前記光源装置１３は、前記通信ケーブル２
２が接続されるコネクタ２３を有し、制御部２４、バッ
ファ２５、絞り制御回路２６、光源ランプ２７、特殊フ
ィルタ２８、フィルタ制御回路２９、絞り３０、絞りモ
ータ３１、ＲＧＢフィルタ３２、および集光レンズ３３
からなっている。
【００２８】前記制御部２４は、マイクロプロセッサ
（ＣＰＵ）２４ａとＦＲＡＭ２４ｂからなり、ＦＲＡＭ
２４ｂに各種動作制御用のシーケンスとデータが記憶さ
れており、ＣＰＵ２４ａは、前記ＦＲＡＭ２４ｂに記憶
されている動作制御シーケンスとデータを読み出し展開
して、その読み出し展開した動作制御シーケンスとデー
タの基で、絞り制御回路２６、光源ランプ２７、および
フィルタ制御回路２９を駆動制御するようになってい
る。
【００２９】前記バッファ２５は、前記ビデオプロセッ
サ１２からの輝度信号情報を示すＥＥ信号を前記制御部
２４に供給するものである。
【００３０】前記絞り制御回路２６は、前記制御部２４
からの制御の基で、絞りモータ３１を駆動制御するもの
である。
【００３１】前記光源ランプ２７は、キセノンランプ等
を用いた白色光を照射するランプで、この光源ランプ２
７は、前述したパルス電流を重畳した点灯電源で点灯さ
れるようになっている。

6
【００３２】前記特殊フィルタ２８は、前記光源ランプ
２７から照射された照明光を何ら減衰せず透過させる通
常フィルタ、所定の光量に減衰させる減衰フィルタ、お
よび赤外光のみを透過させる赤外線フィルタからなって
いて、これら各フィルタは、前記フィルタ制御回路２９
により、前記光源ランプ２７から照射された照明光の光
路上に出退自在となっている。
【００３３】前記フィルタ制御回路２９は、前記制御部
２４の駆動制御の基で、前記特殊フィルタ２８を光路上
から出退駆動させると共に、ＲＧＢフィルタ３２を回転
駆動制御する。
【００３４】前記ＲＧＢフィルタ３２は、円盤状の基台
の周方向に３つの扇形開口部が設けられ、この開口部に
ＲＧＢそれぞれの透過フィルタが取り付けられており、
その円盤状の基台は、前記フィルタ制御回路２９の駆動
制御の基で、図示していないモータで所定の回転速度で
回転駆動されるようになっている。このＲＧＢフィルタ
３２を回転駆動して、それぞれのＲＧＢ透過フィルタが
前記光源ランプ２７から照射された照明光の光路上に位
置した際に、ＲＧＢそれぞれの色光が出力される。この
ＲＧＢフィルタ３２を透過したそれぞれのＲＧＢ色光
は、集光レンズ３３で集光されて、前記スコープ１１の
ライトガイド１５の基端に入射されようになっている。
【００３５】なお、前記ＲＧＢフィルタ３２には、図示
していないが、ＲＧＢフィルタ３２の回転駆動の初期位
置を示す位置指標とその位置指標を検出するセンサが設
けられ、このセンサの出力は、制御部２４に入力され、
前記ビデオプロセッサ１２からの同期信号と比較され
て、ＲＧＢフィルタ３２の回転駆動を制御する信号を生
成して、前記フィルタ制御回路２９を介して、ＲＧＢフ
ィルタ３２が前記同期信号と同期して回転駆動されるよ
うに制御されている。
【００３６】このような構成の内視鏡システムにおい
て、前記ＲＧＢフィルタ３２を透過したＲＧＢそれぞれ
の照明によって、前記ＣＣＤ１７で変換生成され、か
つ、ビデオプロセッサ１２で合成されるＲＧＢ被写体映
像信号は、図２（ａ）に示すように、緑（Ｇ）映像信号
のピークを１．０とした際に、赤（Ｒ）の映像信号のピ
ークは、０．８５、青（Ｂ）は、０．５の状態で合成す
るとホワイトバランスが得られるようになっている。こ
のＲＧＢの比率は、Ｒ：Ｇ：Ｂ＝１．５２～０．５：
１．０：０．９～０．２９の許容範囲が設定されてい
る。  このように、ＲＧＢ映像信号のピーク値が所定の
比率となるように、冶具を用いて、前記ビデオプロセッ
サ１２に設けられた各ＲＧＢ映像信号個々のピーク値調
整用のトリマ抵抗を作業員が調整している。
【００３７】このＲＧＢの映像信号のピーク値の調整を
行うと、図２（ｂ）に示すよう、前記ＲＧＢフィルタ３
２のそれぞれのＲＧＢ透過フィルタが光路上に位置した
際の前記光源ランプ２７を点灯させるパルス電流のデュ
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ーティが変化することになる。  つまり、ＲＧＢフィル
タ３２が２０Ｈｚで１回転しているとすると、赤のトリ
マ抵抗Ｒ８６によって、赤（Ｒ）透過フィルタが光路上
に位置した際に光源ランプ２７を点灯させるパルス電流
のデューティが可変される。これにより、図２（ａ）の
赤（Ｒ）の映像信号のピーク値が可変されることにな
る。このように、緑（Ｇ）、および青（Ｂ）においても
同様に点灯パルス電流のデューティを調整するトリマ抵
抗Ｒ８７，Ｂ８８を調整して、前記ＧＢの映像信号のピ
ーク値が前述した比率内となるように調整されている。
【００３８】つまり、前記ＲＧＢフィルタ３２のＲＧＢ
各透過フィルタが光路上に位置した際の前記光源ランプ
２７の点灯パルス電流のデューティを設定することで、
ホワイトバランスが調整可能となる。
【００３９】このようなホワイトバランス調整におい
て、本発明の内視鏡システムは、前記ＦＲＡＭ２４ｂに
ホワイトバランス自動調整シーケンスを記憶設定されて
いる。
【００４０】このＦＲＡＭ２４ｂに記憶されているホワ
イトバランス自動調整シーケンスをＣＰＵ２４ａに読み
出し展開するホワイトバランス調整モードに設定される
と、そのホワイトバランス調整シーケンスの基で、前記
ホワイトバランス調整を自動的に実行するようになつて
いる。
【００４１】このホワイトバランス調整シーケンスの動
作について、図３を用いて説明する。図示していない操
作パネルのホワイトバランス調整ボタンが操作されて、
前記ＦＲＡＭ２４ｂからホワイトバランス調整シーケン
スが読み出されて、ＣＰＵ２４ａに展開されて、制御部
２４がホワイトバランス調整モードに設定される（ステ
ップＳ１）。なお、被写体に投射される光量を一定にす
るために、光源ランプ２７の点灯電流は最大、および絞
り３０は一定状態とする。
【００４２】ステップＳ２で前記ビデオプロセッサ１２
から通信ケーブル２２を介して、取り込んだＲＧＢ映像
信号のうち、Ｇ映像信号に対するＲ映像信号のピーク値
の比率が１．０よりも小さいか（Ｒ／Ｇ＜１）判定され
る。このステップＳ２の比較の結果、Ｒ／Ｇ＜１と判定
されると、ステップＳ３以降が実行される。
【００４３】前記ステップＳ２で、Ｒ／Ｇが１よりも大
きい（Ｒ／Ｇ＞１）と判定されると、ステップＳ５で、
前記Ｒ映像信号のピーク値を調整制御する。このＲ映像
信号のピーク値調整は、前記ＲＧＢフィルタ３２のＲ透
過フィルタが光路上に位置した際の前記光源ランプ２７
の点灯パルス電流のデューティを調整するようにＣＰＵ
２４ａから図示していないパルス点灯回路を制御する。
【００４４】このステップＳ５で前記Ｒ透過フィルタが
光路上に位置した際の点灯パルス電流のデューティを調
整した後、ステップＳ４６で、Ｒ／Ｇ比が、０．７８０
～０．８５２の範囲（０．７８０≦Ｒ／Ｇ≦０．８５
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２）にあるか判定される。
【００４５】このステップＳ６で、前記Ｒ／Ｇ比率が
０．７８０～０．８５２の範囲であると判定されると、
ステップＳ７以降が実行され、０．７８０～ら０．８５
２の範囲でないと判定されると、前記ステップＳ４５に
戻り、Ｒ／Ｇが所定値内にあるようにＲの調整が繰り返
される。
【００４６】前記ステップＳ２で、Ｒ／Ｇ＜１であると
判定されると、ステップＳ３で、Ｒ／Ｇ比率が０．７８
０～０．８５２の範囲（０．７８０≦Ｒ／Ｇ≦０．８５
２）であるか判定される。このステップＳ３で、０．７
８０≦Ｒ／Ｇ≦０．８５２であると判定されると、ステ
ップＳ７以降が実行される。
【００４７】前記ステップＳ３で、Ｒ／Ｇ比率が０．７
８０≦Ｒ／Ｇ≦０．８５２でないと判定されると、ステ
ップＳ４で、前記Ｇ映像信号のピーク値を調整制御す
る。このＧ映像信号のピーク値調整は、前記ＲＧＢフィ
ルタ３２のＧ透過フィルタが光路上に位置した際の前記
光源ランプ２７の点灯パルス電流のデューティを調整す
るようにＣＰＵ２４ａから図示していないパルス点灯回
路を制御する。
【００４８】このステップＳ４で前記Ｇ透過フィルタが
光路上に位置した際の点灯パルス電流のデューティを調
整した後、ステップＳ３に戻り、再度Ｒ／Ｇ比率が０．
７８０～０．８５２の範囲（０．７８０≦Ｒ／Ｇ≦０．
８５２）にあるか判定され、Ｒ／Ｇ比率が（０．７８０
≦Ｒ／Ｇ≦０．８５２）となるまで繰り返される。
【００４９】前記ステップＳ７では、Ｂ／Ｇ比率が０．
６１５～０．９００の範囲（０．６１５≦Ｂ／Ｇ≦０．
９００）であるか判定され、Ｂ／Ｇ比率が０．６１５≦
Ｂ／Ｇ≦０．９００であると判定されると、ステップＳ
８で、ＲＧＢフィルタの３２のＲＧＢ各透過フィルタが
光路上に位置した際の光源ランプ２７の点灯パルス電流
のデューティ値の調整を終了されると共に、それぞれの
デューティ値を図示していないＲＯＭに書込記憶させ
る。
【００５０】前記ステップＳ７で、Ｂ／Ｇ比率が０．６
１５≦Ｂ／Ｇ≦０．９００でないと判定されると、ステ
ップＳ９で、前記ＲＧＢフィルタ３２のＧ透過フィルタ
が光路上に位置した際の前記光源ランプ２７の点灯パル
ス電流のデューティを調整するようにＣＰＵ２４ａから
図示していないパルス点灯回路を制御する。
【００５１】このステップＳ９で前記Ｇ透過フィルタが
光路上に位置した際の点灯パルス電流のデューティを調
整した後、ステップＳ１０で、再度Ｂ／Ｇ比率が０．６
１５～０．９００の範囲（０．６１５≦Ｂ／Ｇ≦０．９
００）にあるか判定され、Ｂ／Ｇ比率が（０．６１５≦
Ｂ／Ｇ≦０．９００）でないと判定されると、ステップ
Ｓ９に戻り、Ｂ／Ｇ比率が０．６１５≦Ｂ／Ｇ≦０．９
００となるまで繰り返される。
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9
【００５２】前記ステップＳ１０で、Ｂ／Ｇ比率が０．
６１５≦Ｂ／Ｇ≦０．９００であると判定されると、ス
テップＳ１１で、Ｒ／Ｇ比率が０．７８０～０．８５２
の範囲（０．７８０≦Ｒ／Ｇ≦０．８５２）であるか判
定され、０．７８０≦Ｒ／Ｇ≦０．８５であると判定さ
れると、ステップＳ８で、ＲＧＢフィルタの３２のＲＧ
Ｂ各透過フィルタが光路上に位置した際の光源ランプ２
７の点灯パルス電流のデューティ値の調整を終了される
と共に、それぞれのデューティ値を図示していないＲＯ
Ｍに書込記憶させる。
【００５３】前記ステップＳ１１で、Ｒ／Ｇ比率が０．
７８０≦Ｒ／Ｇ≦０．８５でないと判定されると、ステ
ップＳ１２で、前記Ｒ透過フィルタが光路上に位置した
際の点灯パルス電流のデューティを調整した後、ステッ
プＳ１１で、再度Ｒ／Ｇ比率が０．７８０～０．８５２
の範囲（０．７８０≦Ｒ／Ｇ≦０．８５２）にあるか判
定され、Ｒ／Ｇ比率が０．７８０≦Ｒ／Ｇ≦０．８５２
となるまで繰り返される。
【００５４】なお、前記Ｒ／Ｇ比率の範囲０．７８０～
０．８５２は、前記Ｒ／Ｇ比率の許容範囲値１．５２～
０．５と、前記Ｂ／Ｇ比率の範囲０．６１５～０．９０
０は、前記Ｂ／Ｇ比率の許容範囲値０．９２～０．２９
とから発明者が設定した値で、その許容範囲は、自由に
設定可能である。
【００５５】以上説明したように、制御部２４にホワイ
トバランス調整シーケンスを設けたことにより、操作パ
ネルのホワイトバランス調整ボタンを操作することで、
光源ランプ２７の交換時等で、光源ランプの点灯パルス
電流のデューティが容易に調整でき、ホワイトバランス
調整が冶具を用いた習熟者でなくても可能となった。
【００５６】次に、前記光源ランプ２７から照射され前
記ＲＧＢフィルタ３２やライトガイド１５を介して、ス
コープ１１の挿入部先端から被写体に投射され、かつ、
被写体から反射され前記ＣＣＤ１７に結像される反射被
写体像の明るさは、所定の明るさとする必要がある。こ
のために、前記絞りモータ３１を駆動して、観察画像の
明るさを絞り３０から所定の明るさにするための光量を
前記ＲＧＢフィルタ３２に入射されるように、絞り３０
を設定調整する必要がある。
【００５７】この絞り３０による光量制御の調整につい
て、図４を用いて説明する。図示していない操作パネル
の光量調整ボタンが操作されて、前記ＦＲＡＭ２４ｂか
ら光量調整シーケンスが読み出されて、ＣＰＵ２４ａに
展開されて、制御部２４が光量調整モードに設定される
と（ステップＳ２１）、ステップＳ２２で絞り３０をイ
ンデックス値３に設定する。このインデックス値とは、
例えば、明から暗へ８段階に光量を変化させるように設
定し、その各段階をインデックス値と称している。すな
わち、ステップＳ２２で調光調整のために、インデック
ス値３を設定し、このインデックス値３の基で撮像され
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た映像信号の輝度信号成分を１０ｂｉｔのデジタルの輝
度情報値ｅｅ０＝７８が得られるものとしている。
【００５８】つまり、絞り３０を前記絞り制御回路２６
を介して、絞りモータ３１を駆動させてインデックス値
３になるように駆動させる。
【００５９】さらに、このステップＳ２２で、図示して
いないフロントパネルに設けられている調光状態を示す
複数のＬＥＤ（以下、調光バーと称する）を点灯させ
る。この調光状態を示す調光バーは、例えば、２０個の
ＬＥＤを用い、そのＬＥＤの点灯個数により、選択され
ているインデックス値（本調整では、インデックス値３
に設定しているので、３個のＬＥＤが点灯）を示すよう
になっており、このステップＳ２２で調光調整値として
設定したインデックス値３を示す個数のＬＥＤを点灯さ
せて、調光調整モードであることを示すようになってい
る。
【００６０】次に、ステップＳ２３で、前記ステップＳ
２２で設定されたインデックス値３になるように駆動さ
せた絞り３０の絞り羽根の角度ａｎｇｌｅｄａｔａが１
０３≦ａｎｇｌｅｄａｔａ≦８１９であるか判定する。
この絞り羽根の角度ａｎｇｌｅｄａｔａは、絞り３０に
設けられている図示していない絞り羽根角度検出センサ
により検出し、その角度検出信号を１０ｂｉｔのデータ
に変換したものである。この角度ａｎｇｌｅｄａｔａが
０の時は、絞り３０が全閉状態で、角度ａｎｇｌｅｄａ
ｔａが１０２３の時は、絞り３０が全開状態であること
を示している。
【００６１】つまり、絞り羽根の角度が１０３≦ａｎｇ
ｌｅｄａｔａ≦８１９の条件であるか判定し、絞り羽根
の角度が１０３≦ａｎｇｌｅｄａｔａ≦８１９でない場
合は、前記絞り３０が全開または全閉であると判定され
て、前記ステップＳ２に戻り、同様な動作が繰り返され
る。
【００６２】前記ステップＳ２３で、前記絞り３０の絞
り羽根角度が１０３≦ａｎｇｌｅｄａｔａ≦８１９であ
ると判定されると、ステップＳ２４で、前記ＬＥＤを点
滅点灯させて、調光調整開始が可能であることを告知さ
せる。
【００６３】つまり、ステップＳ２２とＳ２３により、
調光調整モードを起動し、絞り３０を調整開始する初期
状態であるインデックス値３に設定させる。この初期状
態に所定時間内に設定できない場合は、例えば、所定時
間経過してもステップＳ２４のＬＥＤの全点滅にならな
い場合、前記絞り制御回路２６、絞りモータ３１、およ
び絞り３０等の絞り系統の不動作状態と判断する。な
お、この絞り系統の不動作状態と判断された際に、図示
していない絞り異状表示ＬＥＤや発音手段を駆動させて
告知させることも可能である。
【００６４】前記ステップＳ２４の調光バーの全点滅を
確認するとステップＳ２５で、図示していないフロント
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パネルに設けられたフィルタ切換ボタンを操作して、照
明光を減衰させないフィルタを前記光源ランプ２７の光
路上に位置するように駆動制御する。これにより、前記
ＣＰＵ２４ａは、実際の調光調整動作を開始する。な
お、この通常フィルタの光路上への配置は、前記ステッ
プＳ２４のＬＥＤの点滅により作業者が操作するように
なっている。
【００６５】次に、ステップＳ２６で、絞り制御回路２
６とモータ３１を介して、絞り３０をインデックス値３
の光量に保持させるための補正値ＥＥ＿ＢＩＡＳを４に
設定（ＥＥ＿ＢＩＡＳ＝４＋ｎ、ただしｎ＝０））し
て、前記絞り制御回路２６を介して絞りモータ３１を駆
動させる。なお、ｎは定数である。
【００６６】このステップＳ２６で設定されたＥＥ＿Ｂ
ＩＡＳ＝４＋ｎ（ｎ＝０）で絞り制御回路２６を介し
て、絞りモータ３１を駆動させた後、ステップ２７で約
３秒間待機する。このステップＳ２７の３秒間待機は、
絞りモータ３１により絞り３０を駆動させて保持状態が
安定するまでの待機時間である。
【００６７】前記ステップＳ２７の３秒の待機時間が経
過すると、ステップＳ２８で、前記ステップＳ２７で設
定したインデックス値３の状態の絞り３０から出射され
た光量の基で、前記ＣＣＤ１７で撮像され、前記ビデオ
プロセッサ１２で生成されたテレビ映像信号の輝度情報
値ｅｅｉｎを前記ＣＰＵ２４ａで前記ステップＳ２２で
設定したインデックス値３の際の輝度情報値ｅｅ０＝７
８（７７≦ｅｅｉｎ≦７９）であるか判定する。なお、
このステップＳ２８のＣＰＵ２４ａに入力される輝度情
報値ｅｅｉｎの判定の際に、複数回、例えば、１０回程
度前記ビデオプロセッサ１２からの輝度情報値ｅｅｉｎ
を読み取り、その平均値がインデックス値３の輝度情報
置ｅｅｉｎ（７７≦ｅｅｉｎ≦７９）となっているか判
定すると判定精度が向上する。
【００６８】前記ステップＳ２８の判定の結果、前記ビ
デオプロセッサ１２からの輝度情報値ｅｅｉｎがインデ
ックス値３であると判定されると、ステップ２９で、絞
り３０の絞り羽根角度を検出し、その絞り羽根の角度ａ
ｎｇｌｅｄａｔａが１０３≦ａｎｇｌｅｄａｔａ≦８１
９であるか判定する。つまり、絞り３０が全開または全
閉でないことが確認される。なお、この絞り角度の判定
は、判定精度を向上させるために、複数回、例えば１０
回程度繰り返し判定し、その平均値が所定の角度ａｎｇ
ｌｅｄａｔａになっているか判定することもできる。
【００６９】このステップＳ３０で、絞り３０の絞り羽
根の角度ａｎｇｌｅｄａｔａが所定値であると判定され
ると、前記調光バーの全点滅を終了させて、全点灯させ
たり、あるいは、図示していない、スコープ１１温度を
監視している温度スイッチブザーを駆動させたりして作
業員に調光調整終了を告知すると共に、前記絞り３０の
保持電位であるＥＥ＿ＢＩＡＳをＦＲＡＭ２４ｂに書込
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記憶させる。
【００７０】前記ステップＳ２９で、前記絞り３０の絞
り羽根の角度ａｎｇｌｅｄａｔａが所定値でないと判定
されると、前記ステップ２２へ戻り、再度調光調整を実
行する。
【００７１】前記ステップＳ２８で、前記ＣＰＵ２４ａ
にビデオプロセッサ１２から入力される輝度電位置ｅｅ
ｉｎがインデックス値３の輝度電位値（７７≦ｅｅｉｎ
≦７９）でないと判定されると、ステップＳ３１で、前
記絞り３０を保持するＥＥ＿ＢＩＡＳが上限値である、
例えば１５以上（１５＜ＥＥ＿ＢＩＡＳ）か判定し、上
限値（１５＜ＥＥ＿ＢＩＡＳ）であると判定されると、
絞り系統の異状と判定して、ステップＳ３３で、前記調
光バーの全点滅を消灯させたり、あるいは、温度スイッ
チブザーを駆動させて、絞り系統の異状を告知する。
【００７２】前記ステップＳ３１で、ＥＥ＿ＢＩＡＳが
上限値以下（１５＞ＥＥ＿ＢＩＡＳ）であると判定され
ると、すなわち、インデックス値３に設定された光量の
基で撮像された映像信号の輝度情報値ｅｅｉｎは、イン
デックス値３の明るさよりも明るいと判定されることに
なる。このため、ステップＳ３２で、前記ステップＳ２
６で設定したＥＥ＿ＢＩＡＳ＝４＋ｎを変更するために
ｎ＝ｎ＋１に設定し、前記ステップＳ２６に戻り、再度
ステップＳ２６の絞り補正値ＥＥ＿ＢＩＡＳ＝４＋ｎ＝
５として絞り３０を絞り込む。
【００７３】つまり、本発明の調光自動調整は、ビデオ
プロセッサ１２で生成するテレビ映像信号の輝度情報値
が所定の値となるように絞り３０のインデックス値を所
定の値に設定し、その所定の輝度情報値が得られるよう
に絞り３０の駆動の補正値となるように調整可能とな
り、精度の高い調光調整が可能となった。
【００７４】次に、内視鏡システムの調光自動調整の他
の実施形態を図５を用いて説明する。この調光自動調整
は、内視鏡システムを製造過程において、絞り３０を調
整するものである。この製造過程で絞り３０の調光調整
は、一般、調光調整用のチェッカが用いられ、そのチェ
ッカは、前記ビデオプロセッサ１２と光源装置１３との
間に配置され、かつ、調光調整用の制御信号を生成出力
するものである。
【００７５】前記チェッカを前記ビデオプロセッサ１２
と光源装置１３とを接続する通信ケーブル２２の間に接
続配置し、ビデオプロセッサ１２、光源装置１３、およ
びチェッカの駆動電源をオンする（ステップＳ４１）。
前記ステップＳ４１の駆動電源オンされると、ステップ
Ｓ４２でチェッカは、光源装置１３の制御部２４に対し
て、被写体の明るさインデックス値３（被写体を８段階
に区分した場合の調整所定光量）に設定する制御信号を
ＭＰＵに供給すると共に、光源ランプ２７を点灯オンさ
せ、さらに、前記ビデオプロセッサ１２の自動利得制御
回路（ＡＧＣ）をオフとする制御信号を生成供給する。
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【００７６】次に、ステップＳ４３で、チェッカは、ビ
デオプロセッサ１２から制御部２４に入力される輝度信
号の電位ＥＥの測定を開始する。このステップＳ４３で
測定される輝度信号は、アナログ輝度信号である。
【００７７】前記ステップＳ４３で測定された輝度信号
電位ＥＥに対して、ステップＳ４４で、加算定数ｉを１
に設定する（ｉ＝１）。
【００７８】次に、ステップＳ４５で、前記ステップ４
３で測定した輝度信号電位ＥＥに、前記ステップＳ４４
で加算された加算定数ｉからなる輝度信号電位ＥＥｉが
所定電圧値であるか判定される。このステップＳ４５の
判定は、前記インデックス値３に相当する輝度信号電位
ＥＥｉが３４２ｍＶ以上で、かつ、４１８ｍＶ以下（３
４２ｍＶ≦ＥＥｉ≦４１８ｍＶ）であるか判定される。
なお、輝度信号電位ＥＥｉが３４２ｍＶ以下の場合は、
被写体の明るさが、目標とする明るさのインデックスよ
りも暗く、輝度信号電位ＥＥｉが４１８ｍＶ以上の場合
は、被写体の明るさが、目標とする明るさのインデック
スよりも明るいことになる。
【００７９】このステップＳ４５の判定の結果、輝度信
号電位ＥＥｉが３４２ｍＶ以上で、４１８ｍＶ以下（３
４２ｍＶ≦ＥＥｉ≦４１８ｍＶ）であると判定される
と、ステップＳ４６で、絞り３０の絞り羽根の角度が検
出する図示していない角度検出センサの出力電圧ＰＯＴ
が２Ｖ～７Ｖであるか判定される。
【００８０】このステップＳ４６の絞り３０の絞り羽根
角度を示す角度検出センサの出力電圧ＰＯＴが２Ｖ～７
Ｖでないと判定されると、ステップＳ４８で、前記スコ
ープ１１の先端前方に設けられている光量調整用のチャ
ート（図示していない）の位置を変えて、前記ステップ
Ｓ４５以降の処理を再度実行する。
【００８１】前記ステップＳ４６で絞り角度を示す角度
検出センサの出力電圧ＰＯＴが２Ｖ～７Ｖであると判定
されると、ステップＳ４７で絞り３０の調整を終了す
る。
【００８２】前記ステップＳ４５で、ＣＰＵ２４ａに入
力される前記ビデオプロセッサ１２からの輝度信号電位
ＥＥｉが３４２ｍＶ≦ＥＥｉ≦４１８ｍＶの条件でない
と判定されると、ステップＳ４９で、輝度信号電位ＥＥ
ｉが被写体の明るさが、インデックスよりも暗い（ＥＥ
ｉ＜３４２ｍＶ）か判定される。
【００８３】このステップＳ４９の判定の結果、前記輝
度信号電位ＥＥｉが３４２ｍＶ以下（ＥＥｉ＜３４２ｍ
Ｖ）と判定されると、ステップＳ５０で、絞り駆動の補
正値ＥＥ＿ＯＦＦの書き換え開始し、ステップＳ５１
で、その書き換え絞り駆動補正値ＥＥ＿ＯＦＦに定数ｉ
を加算する加算絞り駆動補正値ＥＥ＿ＯＦＦ＋ｉに設定
する。
【００８４】次に、ステップＳ５１で、この書き換え絞
り駆動の補正値ＥＥ＿ＯＦＦに定数ｉを加算設定し、ス
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テップＳ５４で、定数ｉに１を加算設定（ｉ＝ｉ＋１）
し、ステップＳ５５で、定数ｉが３（ｉ＝３）でないか
判定し、定数ｉが３（ｉ＝３）でないと判定されると、
その加算絞り駆動の補正値ＥＥ＿ＯＦＦ＋ｉの基で、前
記絞り３０を駆動させて、前記ステップＳ４５以降の処
理が実行される。前記ステップＳ５５で定数ｉが３（ｉ
＝３）であると判定されると、絞り３０に異状があると
して判定されてステップＳ５６で、調光調整を終了させ
ると共に、絞り不良の告知を行う。
【００８５】つまり、被写体の明るさが、本調整で設定
されているインデックス３の明るさよりも暗い状態であ
ると、その状態から定数ｉを３段階に代えて駆動させ
て、その定数ｉが３になっても所定の絞り状態にならな
い場合には、絞り３０の不良と判定される。
【００８６】前記ステップＳ４９で、輝度信号電気ＥＥ
ｉが３４２ｍＶ以下（ＥＥｉ＜３４２ｍＶ）でない、つ
まり、被写体の明るさがインデックス３よりも明るいＥ
Ｅｉ＞４１８ｍＶであると判定されると、ステップＳ５
２で、前記輝度信号電位ＥＥｉを全開状態の輝度信号電
位ＥＥ＿ＯＦＦに書き換え開始し、ステップＳ５３で、
その書き換え輝度信号電位ＥＥ＿ＯＦＦに定数ｉを減算
する減算輝度信号電位ＥＥ＿ＯＦＦ－ｉを設定する。
【００８７】次に、ステップＳ５３で、この書き換え絞
り駆動の補正値ＥＥ＿ＯＦＦに定数ｉを減算設定し、ス
テップＳ５４で、定数ｉに１を設定（ｉ＝ｉ＋１）し、
ステップＳ５５で、定数ｉが３（ｉ＝３）でないか判定
し、定数ｉが３（ｉ＝３）でないと判定されると、その
減算絞り駆動の補正値ＥＥ＿ＯＦＦ－ｉの基で、前記絞
り３０を駆動させて、前記ステップＳ４５以降の処理が
実行される。前記ステップＳ５５で定数ｉが３（ｉ＝
３）であると判定されると、絞り３０に異状があるとし
て判定されてステップＳ５６で、調光調整を終了させる
と共に、絞り不良の告知を行う。
【００８８】つまり、前記被写体の明るさが、インデッ
クス３よりも明るい状態であると、その全開状態から定
数ｉを３段階に代えて駆動させて、その定数ｉが３にな
っても所定の絞り状態にならない場合には、絞り３０の
不良と判定される。
【００８９】以上説明したように、チェッカを用いるこ
とで、絞り３０の適正光量の位置調整が可能となると共
に、絞り３０の駆動不良も速やかに発見可能となる。
【００９０】［付記］以上詳述した本発明の実施形態に
よれば、以下のごとき構成を得ることかてきる。
【００９１】（付記１）光源ランプのランプ電流と絞り
による観察画像の明るさの設定値を記憶する記憶手段を
有する内視鏡システムであって、前記光源ランプから被
写体に投射された照明光によって、被写体像を得る内視
鏡装置と、前記被写体から反射された照明光の第１、第
２，および第３の波長領域毎に相互に比較して、前記光
源ランプのランプ電流を調整設定する第１の調整工程
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と、前記光源ランプから被写体に投射される光量を制御
する絞りを調整設定する第２の調整工程と、前記第１と
第２の調整工程で調整設定されたランプ電流、および絞
り値を前記記憶手段にそれぞれ記憶させる記憶工程と、
を具備することを特徴とした内視鏡システムの自動調整
方法。
【００９２】（付記２）光源ランプを点灯制御するラン
プ電流の設定値を記憶させる記憶手段を有する内視鏡シ
ステムの調整方法であって、複数の波長領域の照明光に
よって、被写体像を得る内視鏡装置と、前記被写体から
の反射光のうち、第１、第２および第３の波長領域毎の
反射光を相互に比較する比較工程と、この比較工程の結
果、第１、第２および第３の波長領域毎の前記ランプ電
流を調整するランプ電流調整工程と、このランプ電流調
整工程で調整設定されたランプ電流を前記記憶手段に記
憶させる記憶工程と、を具備することを特徴とした内視
鏡システムの自動調整方法。
【００９３】（付記３）光源ランプから投射される照明
光の光量を調整する絞りを駆動させるための補正値を記
憶する記憶手段を有する内視鏡システムの調整方法であ
って、被写体からの反射光量が所定の明るさであるか判
定する明るさ判定工程と、この明るさ判定工程で所定の
明るさであると判定された際に、絞りが所定の絞り値で
あるか判定する絞り値判定工程と、この絞り値判定工程
の判定結果、絞り値が所定値の値となるように制御設定
する制御設定工程と、を具備することを特徴とした内視
鏡システムの自動調整方法。
【００９４】（付記４）光源ランプから投射される照明
光の光量を調整する絞りを駆動させるための補正値を記
憶する記憶手段を有する内視鏡システムの調整方法であ
って、光源ランプから投射された照明光を初期光量に設
定する初期光量設定工程と、この初期光量設定工程で設
定された光量の基で生成された被写体像から生成された
明るさ値を所定の明るさ値と比較する比較判定工程と、
その比較工程での比較結果、初期光量であることが確認
された際の絞り値を前記記憶手段に記憶させる記憶工程
と、を具備することを特徴とした内視鏡システムの自動
調整方法。
【００９５】（付記５）前記比較工程の比較判定の基
で、前記ランプ電流調整工程でランプ電流を調整した結
果、所定のランプ電流に調整できない際には、告知する
ことを特徴とする付記２記載の内視鏡システムの自動調
整方法。
【００９６】（付記６）前記明るさ判定工程の判定結果*
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*の基で、前記絞りを調整時に、絞りが所定の絞り値に設
定できない際には、告知することを特徴とする付記３記
載の内視鏡システムの自動調整方法。
【００９７】（付記７）前記絞りが全開または全閉状態
から絞り値を可変駆動させ、所定の絞り値に設定できな
い際に、告知することを特徴とする付記４記載の内視鏡
システムの自動調整方法。
【００９８】（付記８）前記光量判定手段および前記絞
り判定工程で設定する所定値とは、光量の中間値である
ことを特徴とする付記３記載の内視鏡システムの自動調
整方法。
【００９９】
【発明の効果】本発明の内視鏡システムの自動調整方法
は、光源ランプ交換時や保守点検時に調整冶具を用いこ
となく、かつ、調整作業に習熟することなく、ホワイト
バランスや光量調整が速やかに調整でき、高精度がの調
整ができる効果を有している。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る内視鏡システムの一実施形態を示
すブロック図。
【図２】本発明に係る内視鏡システムのホワイトバラン
スの調整値を説明する説明図。
【図３】本発明に係る内視鏡システムのホワイトバラン
ス調整の動作を説明するフローチャート。
【図４】本発明に係る内視鏡システムの調光調整の動作
を説明するフローチャート。
【図５】本発明に係る内視鏡システムの製造過程におけ
る調光調整の動作を説明するフローチャート。
【符号の説明】
１１…内視鏡スコープ
１２…ビデオプロセッサ
１３…光源装置
１４…モニター
１５…ライトガイド
１６…被写体
１７…固体撮像素子（ＣＣＤ）
２４…制御部
２６…絞り制御回路
２７…光源ランプ
２９…フィルタ制御回路
３０…絞り
３１…絞りモータ
３２…ＲＧＢフィルタ
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